
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年度の取り組み結果と平成 23 年度の検討内容（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 8 月 30 日 

 

湖北圏域 水害・土砂災害に強い地域づくり協議会 
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■平成 22 年度の取り組み結果 
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平成 22 年度 水害・土砂災害に強い地域づくり協議会の検討経緯  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■平成 23 年度の検討スケジュール（案） 
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図 1 湖北圏域・土砂災害に強い地域づくり協議会の構成 

表 1 実行委員会議および各種ワーキングに関係する市 

実行委員会議、ワーキング 関係市町 

実行委員会議(全体協議の位置付け) 長浜市、米原市 

 河川防災情報 WG 長浜市、米原市 

虎姫地区 

 地区別避難 WG 
長浜市 

 
水害に強い地域

づくり計画 WG 
村居田地区 米原市 

 土砂災害に強い地域づくり WG 長浜市、米原市 



■平成 22 年度の取り組み結果と今年度の検討内容（案） 
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①きめ細かい河川防災情報の提供に関する検討（１／３） 河川防災情報ＷＧ

検討内容 検討成果 （１）経験的危険箇所における防災情報の充実 

・これまでの協議会において抽出した経験的危険箇所に加えて、新たに姉川上流および天野川についても抽出し、各々にについてきめ細

かい河川防災情報の整備メニューについて検討した。 
・経験的危険箇所における防災情報を充実させるため、水位関係表を作成した。（既作成箇所についても内容を更新した） 
・水位関係表の精度向上を目的とし、経験的危険箇所のうち 5 箇所について簡易水位計を設置し、洪水時の水位のモニタリングを行った。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度の検討内容（案） 

■検討目的 

一級河川姉川・高時川は水防法に基づく洪水予報河川に指定されており、洪水予

報を行う基準地点として 5 箇所の水位観測所が設定されている。ここで、洪水予報

は一連区間のネック箇所(流下能力最小箇所等)を対象に川全体として発表されてい

るが、ネック箇所以外においては大きく安全側の設定となり、現場の実情と大きく

乖離する問題がこれまでの市町への調査で顕在化してきている。一方で、洪水時に

各市や沿川自治会が巡回する箇所についても、流下能力不足箇所だけではなく、地

元が昔から経験的に把握している箇所であることも分かってきた。 
以上の現状と課題を踏まえ、平成 21 年度に引き続き、市における避難勧告等の

発令判断および地元住民の日頃からの水害への備えに役立てることを目的とした

「きめ細かい河川防災情報の提供」を整備する。なお、平成 22 年度は水位周知河

川である天野川においても、同様の整備を進めるものとする。 
 
【きめ細かい河川防災情報の整備メニュー】 

①経験的危険箇所における防災情報充実（水位関係表、水位観測による精度向上）

②分かり易い表示指標整備（簡易量水標設置、周知用看板設置、広報用ビラ作成）

③避難勧告の発令判断支援（地区別避難判断基準の設定） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■検討フロー 

 

・簡易量水標および周知用看板については、今後のきめ細かい河川防災情報整備メニューに併せて、順次実施していくものとする。 
・簡易水位計設置地点については、洪水期における水位を観測することで水位関係表の精度向上に努めるものとする。 
・経験的危険箇所については、湖北圏域内の水位周知河川である余呉川においても抽出し、きめ細かい河川防災情報の整備メニューにつ

いて検討する。（平成 24 年度以降） 
 

きめ細かい河川防災情報の整備メニューの検討 

 

水位関係表の作成 簡易水位計の設置 

姉川・高時川 天野川 

観測開始日：平成 22 年 10 月 7 日 

 
平成 22 年度の検討方針について意思統一 

姉川・高時川および天野川において、市における避難勧告等の発令判断および地元住民の日頃か

らの水害への備えに役立てることを目的とした「きめ細かい河川防災情報の提供」を整備する。 

（1）経験的危険箇所における 

防災情報の充実 

・水位関係表作成 
・水位関係表の精度向上 

（2）分かり易い表示指標整備 

・簡易量水標の設置 
・周知用看板の設置 
・広報用ビラの作成 

（3）避難勧告の発令判断支援

・地区別氾濫特性の把握 
・地区別避難判断基準の設定

避難勧告等の発令判断支援資料(案)の改訂 

・避難勧告等の発令判断支援資料(案)に上記成果を反映する 



■平成 22 年度の取り組み結果と今年度の検討内容（案） 

 4

①きめ細かい河川防災情報の提供に関する検討（２／３） 河川防災情報ＷＧ

検討成果 （２）分かり易い表示指標の整備 

・新規 2 箇所（姉川上流 市道橋、天野川 息長橋）について、簡易量水標のデザインや設置箇所等を検討し、設置を行った。なお、仕様として赤白塗料で 50cm 間隔で着色し、夜間の巡視時においても光を当てることで

確認可能となるよう、蛍光塗料を上塗りした。 
・継続 2 箇所（姉川 大井橋、高時川 馬渡橋）について、「水位関係表」、「簡易量水標の写真」および「地域固有の決まり事、知恵等」を掲載した周知用看板のデザインや設置箇所等を検討し、設置を行った。 

・平成 22 年度に周知用看板を設置するにあたり、事前周知が必要となる大井町、唐国町および馬渡を対象に、その利用方法や情報周知を目的とした広報用ビラを作成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度の検討内容（案） 

・広報用ビラの配布先自治会について、協議会として出前講座等を積極的に実施していく。 
 

簡易量水標の設置（左：姉川上流 市道橋、右：天野川 息長橋） 

周知用看板の設置（大井町における看板デザイン） 

姉 川

基準高は当該地点

のＨＷＬである 

広報用ビラの作成 

表面 

裏面 

基準高は当該地点

のＨＷＬである 

天野川

周知用看板の設置状況写真（上：大井橋、下：馬渡橋） 


